
 

平成 31 年度 東京都予算要望ヒアリング参加報告（概要） 

 

 

 

 

 

 

都議会公明党 

 対応者：議員５名（橘政調会長、上野、伊藤、古城、うすい 各議員） 

  最初に梶山理事長から議員に要望書を提出した。その後、司会のからうすい議員の紹介があり、

橘政調会長からごあいさつがあった後、政連側のあいさつ、要望説明、質疑応答が行われた。 

   

（橘政調会長）昨年行われた入札契約制度改革によって、それまで進めていた委託契約での最低  

制限価格制度の導入がなくなってしまったが、人件費の削減が行われないように 

活動を行っているので、今後も前進するように活動を進めたい。 

 （佐々木相談役）年度途中での最低賃金の引き上げに対する措置を講じていただきたい。 

 （古城議員）  人手不足感についてどのように実感しているか。 

（横田幹事長）  有効求人倍率を基に現場での窮状について回答した。求人広告費も年々増加して 

おり、その上、募集が来るのは 60 代後半や 70 代の方が多い。当業界は高齢者

の第 2 の人生の受け皿という存在にもなっており、障がい者雇用に関しても進ん

でいる業界である。多様な方々を受け入れるためにも、適正な人件費の計上が  

不可欠である。 

（橘政調会長） 総合評価制度の中で障がい者雇用について加点する形がいいのか。 

（横田幹事長） 総合評価の中でも加点してほしいが、要望書にあるとおり格付け審査の段階で法定

雇用率を超えている企業への加点を考慮してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   公明党への要望提出 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日 時：平成３０年７月３０日（金） １３：００～１３：３０ 

２ 会 場：都議会議会堂 ２階談話室 

３ 訪問先：都議会公明党 

４ 参加者：梶山理事長、鈴木副理事長、横田幹事長、坂野理事、前田理事、松井理事、 

森屋理事、佐々木相談役 



 

 

 

 

 

 

都議会自由民主党＜２階第二会議室＞ １３時２０分～１３時４０分 

対応者：議員約２０名、前議員約１５名 

 最初に梶山理事長から吉原幹事長に要望書の手交が行われ、司会の清水議員から本日の流れの 

説明があり、吉原幹事長からごあいさつがあった。その後、梶山理事長あいさつ、要望説明、質疑

応答が行われた。 

  質疑応答 

（宇田川議員） 履行評価制度の動向と労務単価に関する質問があった。履行評価の動向について。

（横田幹事長） 全契約が履行評価がされるよう改善されたが、優遇措置が A評価だけでなく B 

評価まで優遇するよう変更されてしまい、優遇範囲が大きすぎるようになった。 

 （鈴木副理事長）財務局からは、指名数で A 評定と B 評定で優遇措置に差を設けていると回答が  

あったが、実感がわかない為、明確化していただきたい。 

 （鈴木章浩議員）昨年の入札契約制度改革では、業務委託契約の入札には波及しなかったが、品質

確保の点等、BM業界としてどのように感じていたか教えてほしい。 

 （横田幹事長） 業界への大きな影響はなかったが、やはり人手不足と人件費高騰が大きな課題で

あり、品質を確保するためには必須である。そのためにも適正な積算を行ってほ

しい。 

 都議会立憲民主党・民主クラブ＜６階控室１＞ １４時００分～１４時２０分 

対応者：中村幹事長、宮瀬政調会長、藤井議員、須藤博武蔵村山市議会議員（４名） 

  最初に司会の宮瀬政調会長から議員の紹介があり、理事長あいさつ、要望説明、質疑応答が行わ

れた。最後に理事長から中村幹事長に要望書を手交した。 

  質疑応答 

 （中村幹事長）人手不足で人が雇えないことや人件費の高騰についてどのように実感しているか。 

 （横田幹事長）適正な予算計上を行ってもらえないと、人件費高騰に対応できない。 

 （石井事務局長）民間の契約では、人手不足が原因で新規契約を結ぶことが出来ないという声もある。 

 （須 藤 議 員）実態として、現場従事者の労務単価の積算は最低賃金に近いのか。 

 （横田幹事長）最低賃金は確保しているが、それに近い額での雇用もある。 

（鈴木副理事長）東京都では予算を公開しないから、推測であるが満額と推測される落札案件で  

20万円であった。しかし、競争入札であるのでそこから安くなる。 

（宮瀬政調会長）オリンピック後がどうなるのかという懸念がある。BM業の業界動向はどうか。 

（横田幹事長）オリンピックは警備業での需要が一過性であるが、人件費の上昇が見込まれる。  

その後はオリンピックの影響よりも2025年に団塊の世代が一斉にいなくなること

が人件費向上や人手不足に拍車がかかると推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

       都議会自民党への要望提出           立憲民主党・民主クラブ 

１ 日 時：平成３０年９月３日（月） 

２ 会 場：都議会議会堂 

３ 訪問先：都議会自民党、都議会立憲・民進党 

４ 参加者：梶山理事長、鈴木副理事長、榎本副理事長、横田幹事長、野口会計責任者、 

坂野理事、前田理事、松井理事、森屋理事、佐々木相談役、石井事務局長 

      松井理事、森屋理事、一戸相談役、佐々木相談役、石井事務局長 


